
学力・学習状況調査に係る効果的な取組事例（小学校・国語） 

                                 宮代町立笠原小学校   

１ 本校の概要 

  (1)埼玉県学力・学習状況調査の結果等 
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      ※ 「伸びた層」は、一番伸びた層に『○』。各層において同じ伸びの場合は、複数の層に『○』。 

 (2)伸びた結果の要因、背景 
  ・教師が問題を解き、児童がなぜ解けないのか、何が困難であるのかを知り、指導に生か

せるようにした。 
  ・全職員で児童一人一人の結果を分析し、４～６年の児童が苦手とする問題がどのような

ものであるかを把握した。１～３年生の時期に指導の強化が必要である内容も確認し、
共通理解をして指導を行ってきた。 

  ・３学期に約２週間パワーアップ・チャレンジ週間を設定し、定着不足の内容を補習し理 
解の強化に努めた。 

  ・与えられた条件を満たして文章を書く活動を繰り返し行った。 
  ・過去問題に取り組ませたことで、調査の形式に慣れ、最後の問題まで行うことができる 

児童が増えた。 
 

２ 具体的な取組 
 (1)教育委員会との連携による取組 
  ・年に３回「宮代町学力向上検討委員会」が開催され、各校の学力向上のための取組を紹

介し合い、よい取組を取り入れられるようにしている。 
  ・宮代町としての目標「Ａ問題 80%以上の正答率」「50%未満の正答率の問題３割削減」 
   を掲げ、学力向上に向けて取り組んでいる。 
  ・有識者による講義を受け、指導に生かしている。 
 (2)本校独自の取組 
  ・全職員での問題の分析・結果の分析（夏季休業中） 
    １年と４年、２年と５年、３年と６年の担任が組み、児童一人一人の学力の分析を行

った。個の分析から、学級・学年の傾向も見いだし、一斉・個別の指導に生かせる分析
が行えた。４～６年児童の課題点について全職員で共有し学校としての傾向も把握した。 
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  ・パワーアップ・チャレンジ週間での補習の実施 
    学力調査の結果分析に基づいて、どのような補習が学力向上に

効果的であるか、「学力向上部会」で検討した。基礎・基本の問
題を中心に「全員に理解させる」ことを目指して補習プリントを
作成し実施した。 

 

担任・教師が個々の児童の学力を把握する取組（チームで行っていく） 
児童一人一人の結果表から個人の傾向を読み取る 

学力向上部会 
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教頭 
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ための取組検討 

２学期からの指導に生かす 

取組内容の提案 

【個人分析一覧表】 



３ 成果と課題 
 (1)児童の変容した（伸びた）姿について 

   ①教員の見取りから   

    ○「文章の構成要素」・「修飾語と被修飾語」等の理解が 

深まった。小単元取り扱い、繰り返し学習する機会が 

あまりない内容の集中的補習と日々の学習での意識し 

た指導の必要性を確認した。パワーアップ・チャレン 

ジ週間での集中補習、全教員で問題を解き、児童の学 

力を把握した上での意識した指導により基礎基本の定 

着が昨年度よりも図られ、効果を表したと感じている。 

   △長い設問文を読み、何を問われているかを理解して自 

    分の考えを文章に表現していく力に課題がある。     【自作補習プリント】 

  ②アンケート結果から  

   ○過去問題を数回行ったことで、どのような調査なのか、問題の傾向や解くための時間

配分がわかり、昨年度よりも解答できるようになった。 

   ○毎日の授業で「ノートに書く」という活動をしっかり行ってきたことで、億劫がらず
に書く活動に向かうことができた。 

 (2)分析結果を受け、これからの実践に向けての課題 

  ①授業の充実・指導力の向上 

   ・授業者の日々の自己評価 

・外部指導者による指導 

・ハイブリッド研修での教員相互の学び合いを行う。 

  ②「読む能力」の向上 

   ・読書の励行 

（「全校で５０００冊」「お気に入りの本３冊」  

「親子 de 読書」「読書週間」） 

・テーマに沿った読みを行う活動を進める。                    

  ③「聞く能力」の向上                             

   ・普段の授業規律の徹底 

・話の内容を捉えて聞かせる活動 

（校長講話から自分の考えをまとめて書く） 

の推進をする。 

  ④「学ぶ力」の向上 

（「見えない学力」を高める・学級経営の充実・ 

特別活動の推進） 

  ⑤補習機会の確保 

（パワーアップ・チャレンジ週間 年１回１週間  【外部指導者による指導記録 

を年３回１週間ずつに増やす）                  ２学期算数指導・３学期国語指導】 

                    

                       

 

 

 

 

 

 

【第１回 HYBRID 研修 

～これから学び合いたい内容～】      【校長講話・児童の考えのまとめ】 

【日報による授業自己評価の励行】 


